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《人口の動き》男2，556（＋3）女2，607（一5）計5，163（一2）世帯数1，521（±0）

9月末現在　　出生5　死亡3　転入5　転出9
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ま
つ
だ
い

第

回
A
A
C
地
域
イ
ベ
ン
ト受
賞

　
「
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
」
が
「
第
一
回
歴
A
C

　
　
　
　
　
　
　
　
の
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

“
、
｝
の
賞
ぼ
．
地
越
鄭
維
化
の
有
効
な
手
段
と
し
て

』
り
の
向
上
を
目
指
し
癖
哩
財
団
法
人
「
地
域
活
性
化

謳
馨
タ
ー
」
が
今
年
創
設
し
た
も
の
で
、
栄
え
あ
る

第
一
回
目
磁
受
賞
ど
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
全
国

噛
百
一
の
罰
蜜
湧
ト
が
選
考
対
象
と
な
り
、
そ
の
中

か
ら
当
町
を
念
趨
目
団
体
が
優
秀
賞
に
、
ま
た
新
潟

県
津
川
町
な
ζ
、
螺
体
が
優
良
賞
を
受
賞
し
て
い
ま

す
。

／
◆

※AAC＝AREA　ADVANCEMENT
CENTER（地域活性化センター）

　の略です。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛　　　　　　　　　　　　　　　　艦
　　　　　　　　　　　　　　だ　　　　　　　　　　　う　　　　　　　　ま　　　　　後

　　　　回　　5第

．
陣

　
受
賞
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

＊
雪
国
に
と
っ
て
、
や
っ
か
い
も

の
の
雪
を
「
よ
そ
で
や
っ
て
い
な

い
奇
想
天
外
な
も
の
」
と
い
う
、

町
民
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
、
地

域
活
性
化
資
源
と
し
て
逆
に
積
極

的
に
利
用
し
て
い
る
点
。

＊
住
民
自
ら
も
楽
し
む
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
と
し
て
、
ま
た
都
会
や

他
の
地
方
と
の
交
流
の
場
と
し
て

イ
ベ
ン
ト
が
活
用
さ
れ
、
参
加
性

の
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

催
、

　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　皆　　　　　　　　昌　　　　　　奎

　　　　　蒙　　鷺

1ゆづ4れ松代城”ほ15白（日）開催

の予定です♂

＊
メ
イ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て

い
る
「
の
っ
と
れ
松
代
城
」
は
参

加
性
に
富
ん
だ
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画

で
あ
り
、
首
都
圏
か
ら
の
参
加
者

も
多
く
、
温
泉
な
ど
観
光
資
源
の

開
発
に
よ
り
通
年
誘
客
を
目
指
す

町
に
と
っ
て
、
観
光
の
目
玉
と
し

て
期
待
で
き
る
。

＊
町
外
か
ら
の
参
加
者
が
増
え
、

町
の
特
産
品
が
注
目
を
浴
び
、
生

産
者
の
励
み
に
な
っ
て
い
る
。

＊
開
催
に
当
た
っ
て
、
町
内
の
文

化
・
体
育
団
体
な
ど
を
中
心
に
数

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し

て
お
り
、
地
域
活
性
化
に
与
え
る

影
響
が
大
き
い
。

＊
今
回
で
四
回
目
を
迎
え
、
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
き

て
い
る
。

な
ど
が
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
雪
国
の
イ
ベ
ン
ト
と
い

う
と
、
す
ぐ
に
雪
像
ま
つ
り
が
出

て
く
る
中
で
、
雪
を
別
の
形
で
利

用
し
た
ア
イ
デ
ア
と
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
、
お
城
（
山
城
）
を
入
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
歴
史
も
含
ん
だ
イ

ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
高
い
評
価
を
得
た
よ
う
で
す
。

　
賞
品
と
し
て
表
彰
盾
と
冬
の
陣

　
　
の
ほ
り

用
の
幟
（
副
賞
）
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
来
年
の
冬
の
陣
（
三
月
十

爺

羅

顯

甦
灘
欝
鞭

譲

　
き朋
蕪

灘醒
騰
雛
羅
鱒
譲

　
　
　
　
　
灘
脚
蝋
灘
灘

灘

　
　
　
　
　
　
　
　
の
ほ
り

四
・
五
日
）
に
は
、
幟
は
会
場
入

口
の
道
路
に
立
て
ら
れ
る
予
定
で

す
。　
今
後
は
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
て
雪
の
中
か
ら
い
か
に
情
報
を

発
信
さ
せ
る
か
、
産
業
や
文
化
に

ど
う
反
映
さ
せ
て
い
く
か
、
ま
た

斬
新
な
企
画
だ
け
に
、
マ
ン
ネ
リ

化
を
ど
う
防
ぐ
か
…
…
と
い
っ
た

こ
と
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

▲地域活性化センター副理事長から表彰盾を贈られる

　馬場産業・企画課副参事

　地域活性化センター（東京都港区赤坂）で

り
ま
せ
ん
．

　
な
お
、
こ
の
受
賞
は
、
文
化
・

体
育
団
体
を
始
め
と
す
る
町
民
皆

様
方
の
ご
協
力
の
賜
物
で
す
。
こ

こ
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
ま
す
ま
す
盛
ん

に
な
り
、
ひ
い
て
は
町
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
よ
う
今
後
も
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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年
も
敬
老
事
業
の
一
環
と

今
し
て
・
長
寿
者
（
満
八
＋

八
歳
以
上
米
寿
、
喜
寿
）
と
金
婚
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
該
当
者
に
県
、

町
か
ら
祝
い
状
、
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
該
当
者
の
中
か

ら
、
樋
口
助
役
（
町
長
公
務
の
た

め
代
理
）
と
武
田
住
民
課
長
が
百

二
歳
の
小
堺
ハ
ナ
さ
ん
（
儀
明
）
、

九
十
五
歳
の
山
本
ハ
ツ
さ
ん
（
犬

伏
）
、
米
寿
の
柳
ウ
タ
さ
ん
（
松

代
）
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
山
本

昇
治
・
セ
キ
さ
ん
夫
婦
（
犬
伏
）
、

金
婚
の
斉
藤
庄
平
・
乙
き
ん
さ
ん

夫
婦
（
田
野
倉
）
宅
を
訪
れ
祝
福

致
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
堺
ハ
ナ
さ
ん
宅
に
は

貝
沼
社
会
福
祉
事
務
所
長
も
訪
れ
、

県
知
事
か
ら
の
祝
い
状
等
を
贈
り

祝
福
致
し
ま
し
た
。
現
在
、
県
内

の
百
歳
以
上
は
六
十
四
人
で
小
堺

ハ
ナ
さ
ん
は
十
三
番
目
、
上
越
地

区
で
は
最
高
齢
と
な
っ
て
い
ま
す
。

騨
織

　　　　　　　　　　　　　　癬

　　　　　　　　　　　　　灘

　　　　　　　　　　　　鐵
　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　礫　　　　　　　　　曝　　　　　　　　難　　　　　　　灘　　　　　　灘　　　　　繋　　　　慧　　　製　　嚢　霧　難難

戴
鑑
．
蔀
慧
載
鶯
緬
灘

幽
本
昇
治
・
セ
灘
縫
（
表
伏
）

斎
藤
霜
蚤
郎
・
禦
繋
滋
藩
《
鰯
野
奮
）

載
幽
事
一
郎
・
ひ
慧
ゐ
騨
驚
量
野
〉

鎌
持
健
蔵
・
潔
灘
避
（
塞
野
）

幽
購
患
藏
・
ム
繋
欝
礎
燃
末
禰
園
原
）

戴
鍵
金
、
爵
“
指
懸
誌

関
谷
留
藏
・
矧
遡
騨
轟
松
代
）

粛
絹
孝
平
・
マ
ツ
濤
蹴
松
代
）

高
橋
五
平
・
房
枝
避
《
松
代
）

講
絹
養
久
・
ハ
ル
鑓
燃
松
代
）

柳
亀
吉
・
ゐ
つ
子
礎
｛
菅
縄
）

五
圭
嵐
政
勝
・
ト
嚢
濤
（
会
沢
）

小
堺
勘
次
郎
・
マ
ツ
瀞
（
蓬
平
）

斉
藤
庄
平
・
鶉
き
ん
礎
（
園
野
愈
）

山
岸
溝
・
ミ
ツ
イ
騨
（
蒲
生
）

柳
療
鍵
藩
燃
松
代
）

柳
鍵
ミ
総
灘
松
代
膨

関
谷
　
嫁
畢
瀞
撚
松
代
）

鵡
渦
橋
　
蕎
灘
譲
蹴
菅
溺
）

錨
驚
摺
　
潔
羅
襟
灘
漉
匙
畑
）

寓
沢
　
業
平
襟
燃
華
幽
｝

小
島
　
ダ
ツ
麟
廊
糞
伏
》

佐
藤
　
輩
藩
瀦
（
滝
沢
）

山
岸
　
太
郎
一
購
（
蒲
生
）

池
囲
　
癒
メ
ヌ
瀦
（
蒲
塗
）

小
堺
　
鐸
鰭
藩
添
儀
明
）

柳
　
　
灘
懇
縫
（
奈
嚢
立
）

佐
藤
　
譲
電
瀞
（
室
野
）

醗
華

／、
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欝
灘
鑛
鐵
懸
腰
難
灘
雛
繕
嚢
鷲
綴
欄
難
魏
覆
灘
馨
懲
鐵
懇

霧
雛
鐵
魏
難
鐵
繊
鎌
灘
獲
編
・
議
鍵
鑓
雛
欝
畿
饗
嬢
・

（9月15日現在）
鍵

藤
難
－

譲
　
欝

・
纒
麹
鐵

　
憩
灘

壽
灘
懸
難

・東 西

氏　名 部』落 満年齢 順位 氏　名 部落 満年齢

小堺　ハナ 儀　明 102．07 横　綱 植木　タマ 松　代 97．05

石沢　昌美 海　老 96．08 大　関 山本　オキ 孟　地 95．05

山本　ハツ 犬　伏 94．11 関　脇 山岸亀太郎 片桐山 94．07

柳　　カツ 犬　伏 94．04 小　結 井上　ツヤ 寺　田 94．01

小堺　ヤス 蒲　生 94．01 前頭1 島田　マサ 千　年 93．02

菅井光宗 松　代 92．08 2 池田ハツヨ 田野倉 92．08

村山　ナミ 室　野 92．05 3 柳　仙太郎 千　年 92．03

松山　セン 犬　伏 92．02 4 佐藤　元作 室　野 91．11

高橋信八 莇　平 91．07 5 菅井　力子 田　沢 91．06

小堺喜一郎 儀　明 90．09 6 蓑輪　ウメ 犬　伏 90．09

市川　元策 松　代 90．08 7 市川　廣治 田　沢 90．07

　
き

雛
蟹
灘

　
簸
難
・　　　　　　　　　　　③　　　　　　　　　　　鐵　　　　　　　　　　鐵

　　　　　　　　　製　　　　　　　　　蓑　　　　　　　　講　　　　　　　　灘　　　　　　　鐵　　　　　　　難
　　　　　　厳　　　　　慧　　　　　耀　　　　難　　　襲　　　嚢　　蠣　難　麗獲騰

、・・響態，
　　　　　　　　　き
麟，贈霧剛隠鱒鰻

　　騨騨・聾饗雛．麟

羅欝顛麟翼，
灘難雛藻i一灘籔鐵購繋灘纏鐵i難縢懸裟難鐵

纐雛獺鎌懸

　
　
　
カ
　
　
　
　
イ

　
　
灘
．
灘
、

幾
饗
　
藷

　
き
　
　
き

き
　
　
　
　
嚢
　

ー
　
麟
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部落名 氏　　　名 屋　号

松　代 高　橋　ト　シ 越後松代けんちん汁本舗

小荒戸 高　橋　ハ　ツ しろえん

太　平 柳　美　代　子 おおた

田　沢 高　橋　愛之助 あらやしき

〃 市　川　廣　治 ひのや

〃 市　川　賀長治 そで

池之畑 山　賀　武　司 こうぞう

下　山 宮　沢　栄　七 なかご

千　年 関　谷　ラ　ン はちいん

〃 佐　藤　ナ　カ はんぜん

池　尻 室　岡　チ　ヨ やすぜん

会　沢 小野島　松　蔵 かくべえ

清　水 秋　山　ミ　ヨ さんすけ

蓬　平 小　堺　マ　イ おき

海　老 若　月　三　郎 やしき

犬　伏 柳　才　次　郎 おまえ

〃 柳　シ　マ　ノ 〃

孟　地 佐　藤　サ　ト きゅうまつ

〃 佐　藤　勇　吉 〃

〃 柳　文　八　郎 はしば

苧　島 柳　仙　太　郎 もとえもん

莇　平 高　橋　小シマ あらたまや

蒲　生 山　岸　勝　重 ごんべいだ

〃 小　堺　ヤ　ス ますむらや

〃 室　岡　　　利 室岡医院

〃 倉　石　義　乗 松泉寺

〃 丸　山　ナ　イ げんじろう

〃 馬　場　利　正 おおにし

福　島 西　潟　タ　マ ひがしや

室　野 佐　藤　正　平 きりどし

〃 小　堺　巳之吉 ふたばや

〃 佐　藤　吉　一 みやのわき

竹　所 佐　藤　勝　栄 さんまいだ

峠 牧　田　チ　ヨ どうのした

木和田原 山　岸　ト　エ とくじろう

『やっぱり達者が何よりだこっつお』

今年も、平成2年4月1日から平成3年3月

31日までの1年間、医療の給付を受けなかった

国保世帯と70歳以上の健康老人に対して、町か

ら健康を祝し記念品をお贈り致しました。

健康でなければ本当の幸せを感じることはで

きません。明るく楽しい家庭づくりのためにも、

健康にはこれからも十分留意致しましょう。

　平成3年度国保健康家庭

◎10年以上継続して医療の給付を受けなかった世帯

部落名 世帯主氏名 屋　号

室　野 小　堺　　　巴 安堂

◎3年以上継続して医療の給付を受けなかった世帯

地　尻 関　谷　龍　蔵 せいぜん

犬　伏 山　本　芳　雄 よしや

孟　地 佐　藤　勇　吉 きゅうまつ

◎1年以上医療の給付を受けなかった世帯

松　代 村　山　久　子 マンダム

〃 菅　井　ミ　ヨ きんぜん

小荒戸 山　賀　　　克 おばたけ

菅　刈 相　沢　　　進 うえのやま

犬　伏 小　島　　　靖 げんざぶろう

室　野 村　山　政　行 なかずんね

70歳以上の健康老人該当者

部落名 氏　　名 屋　号

松　代 市　川　寅太郎 やましろや

〃 福　原　セ　キ ふくはら

〃 山　岸　雪　江 いやはら

〃 吉　田　キ　ク せきや

〃 柳　　　ウ　タ はんべえ

〃 関　谷　富　義 しょうはち

〃 関　谷　ミ　ネ なかのや、

〃 若　井　ミ　サ よこみち
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宙
斜
n
《
腸
商
。
昌
万
汎
麗
鴨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
と
う

　
　
　
　
幸
運
者
は
数
藤
喜
久
雄
さ
ん

●．

三万人目の数藤さん

　
先
月
号
で
有
料
入
湯
者
二
万
人

を
お
知
ら
せ
し
た
ば
か
り
な
の
で

す
が
、
九
月
三
十
日
に
早
く
も
三

万
人
を
超
え
ま
し
た
。
二
万
人
を

超
え
た
の
が
八
月
十
三
日
で
す
の

で
、
約
一
か
月
半
に
一
万
人
が
入

湯
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
幸
運
な
三
万
人
目
に
該
当
さ
れ

た
川
西
町
の
数
藤
喜
久
雄
さ
ん
に

は
、
町
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
数
藤
さ
ん
は
、

「
い
い
所
が
あ
る
と
教
え
ら
れ
て

き
た
が
、
建
物
が
大
き
い
の
に
は

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
お
風
呂
も

い
い
で
す
ね
」

と
利
用
の
感
想
を
語
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

　
休
館
（
十
一
月
三
十
日
）
ま
で

に
、
後
二
か
月
あ
り
ま
す
の
で
、

四
万
人
を
超
え
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
も
の
で
す
。

　
な
お
、
無
料
券
の
利
用
期
間
も

十
一
月
三
十
日
ま
で
で
す
。
お
持

ち
の
方
は
、
お
早
め
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

レ
ス
ト
ビ
レ
ツ
ジ
峰
は

　
　
　
1
1
月
3
0
日
限
り
で

　
　
　
　
　
休
館
い
た
し
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
は
来
年
4
月
1
日
（
予
定
）

国
際
交
流
申
ヤ
一
フ
プ
開
催

　
外
国
の
人
た
ち
と
さ
ま
ざ
ま
な

共
通
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
互
い
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
国
際
交
流

キ
ャ
ン
プ
」
が
九
月
二
十
一
日
か

ら
二
泊
三
日
の
日
程
で
、
松
代
町

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
清
水
小
学

校
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
中
・
高
校
生

リ
ー
ダ
ー
を
対
象
と
し
、
町
教
育

委
員
会
の
主
催
に
よ
る
も
の
で
、

今
回
は
、
中
・
高
校
生
合
わ
せ
て

〉
楽
し
い
食
事
の
時
間

　
　
　
お
い
し
さ
㎜
％
で
し
た

四
十
一
人
と
上
越
市
な
ど
で
英
語

の
講
師
を
し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
人
、

イ
タ
リ
ア
人
な
ど
五
か
国
八
人
の

方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
雨
の
た
め
、
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
外
で
の
交

流
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
生

徒
た
ち
は
外
国
の
文
化
、
歴
史
、

地
理
な
ど
を
、
ほ
と
ん
ど
通
訳
な

し
の
英
語
で
紹
介
さ
れ
、
ま
た
伝

統
の
ダ
ン
ス
、
歌
な
ど
も
教
わ
り

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

食
事
も
工
夫
さ
れ
て
お
り
、
高
校

生
や
元
気
会
の
メ
ン
バ
ー
が
作
っ

た
カ
ナ
ダ
風
の
シ
チ
ュ
ウ
、
イ
タ

リ
ア
ン
ス
パ
ゲ
テ
ィ
な
ど
が
出
さ

れ
、
生
徒
た
ち
は
い
わ
ゆ
る
「
外

国
の
味
」
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
二
日
目
の
夜
に
は
、
教
わ
っ
た

外
国
の
歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
を
父
兄

に
披
露
す
る
「
ス
モ
ー
ル
・
ワ
ー

ル
ド
」
も
行
わ
れ
、
父
兄
も
交
え

た
楽
し
い
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
あ
る
生
徒
は
、
「
言
葉

は
少
し
し
か
分
か
ら
な
く
て
も
手

「
ス
モ
ー
ル
・
ワ
ー
ル
ド
」
で
、

習
っ
た
ダ
ン
ス
を
披
露
す
る
生
徒

ぶ
り
、
身
ぶ
り
で
結
構
通
じ
る
も

の
で
す
ね
」
と
自
信
を
持
っ
た
様

子
。
な
か
な
か
外
国
の
人
と
接
す

る
機
会
の
少
な
い
当
町
の
子
供
た

ち
に
と
っ
て
、
貴
重
な
体
験
と
な

っ
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
キ
ャ
ン
プ
に
は
、

松
高
英
語
指
導
助
手
の
カ
ー
ビ
ー

さ
ん
な
ど
町
内
に
在
住
の
外
国
の

方
も
参
加
さ
れ
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
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どっちがいい」「都会と田舎
主催：元気会

　
「
お
～
い
元
気
会
」
で
は
、
自

分
た
ち
の
地
域
の
現
状
を
理
解
し
、

考
え
よ
う
と
、
今
、
「
ふ
る
さ
と
探

険
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
九
月
一
日
、
町

総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
田
舎

の
不
安
V
S
都
会
の
不
満
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
討
論
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
都
会
と
田
舎
の
良
さ

悪
さ
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
を
見
直
そ
う
と
い
う
も
の
で
、

元
気
会
の
会
員
と
高
校
生
を
中
心

に
約
二
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

最
初
に
、
四
人
が
田
舎
の
状
況
や

都
会
生
活
の
体
験
談
な
ど
を
話
し
、

そ
の
後
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
体
験
談
要
約
▲

　
田
舎
替
情
報
は
得
ら
れ
る
が
施

▲車座になって熱心に討論する若者

設
が
な
く
体
験
が
で
き
な
い
。
大

人
が
干
渉
し
過
ぎ
て
行
動
が
消
極

的
に
な
り
視
野
が
狭
く
な
る
。

　
都
会
”
チ
ャ
ン
ス
は
多
い
が
、

雰
囲
気
に
流
さ
れ
て
し
ま
っ
て
自

分
が
活
か
せ
な
い
。
家
賃
や
物
価

が
高
い
。
娯
楽
施
設
も
多
い
が
、

お
金
が
な
け
れ
ば
遊
べ
な
い
。

▼
討
論
会
要
約
▲

　
テ
ー
マ
①

「
都
会
は
交
通
が
便
利
な
の
か
？
」

　
都
会
1
1
電
車
が
あ
り
便
利
な
よ

う
だ
が
、
駅
に
行
く
ま
で
が
大
変

だ
。
直
線
的
に
は
近
い
距
離
で
も

乗
り
換
え
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
、

時
間
が
か
か
る
。
道
路
は
渋
滞
し

て
い
る
。
タ
ク
シ
ー
は
中
々
捕
ま

ら
な
い
。

　
田
舎
”
玄
関
か
ら
玄
関
ま
で
車

で
行
け
る
。
免
許
を
持
た
な
い
．
人

に
は
不
便
。
冬
期
間
は
雪
の
た
め

不
便
（
特
に
山
間
地
）
と
な
る
。

テ
ー
マ
②

「
都
会
の
生
活
は
い
い
の
か
？
」

　
都
会
1
1
物
価
が
高
い
。
家
賃
も

高
く
、
町
営
住
宅
ク
ラ
ス
の
家
賃

は
二
十
万
円
以
上
す
る
。
車
庫
法

の
改
正
に
よ
り
、
車
庫
の
借
り
賃

が
三
倍
く
ら
い
に
な
っ
た
。
下
手

を
す
れ
ば
借
り
ら
れ
な
い
（
車
を

持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
）
。

　
田
舎
ー
町
営
住
宅
家
賃
は
二
万

円
。
給
料
が
安
い
の
で
、
扶
養
者

が
四
人
も
い
る
と
大
変
だ
が
、
何

と
か
や
っ
て
い
る
。

　
最
後
に
「
松
代
町
に
今
必
要
な

も
の
は
？
」
と
い
う
質
問
が
さ
れ
、

高
校
生
か
ら
は
「
デ
パ
ー
ト
、
映

画
館
な
ど
レ
ジ
ャ
ー
・
娯
楽
施
設

の
充
実
」
を
望
む
声
が
多
く
、
反

面
、
青
年
た
ち
か
ら
は
「
や
る
気
、

団
結
、
親
の
考
え
の
転
換
、
町
を

大
切
に
思
う
気
持
ち
」
な
ど
精
神

面
を
強
調
す
る
意
見
が
多
く
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
青
年
か
ら
は
「
人
の
意

見
に
左
右
さ
れ
ず
、
良
く
考
え
て

進
路
を
決
定
し
て
ほ
し
い
」
と
い

っ
た
先
輩
と
し
て
の
助
言
も
あ
り
、

高
校
生
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　
都
会
が
だ
ん
だ
ん
暮
ら
し
に
く

く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
の
よ

う
で
す
が
、
「
田
舎
の
不
満
・
不
安
」

も
多
い
訳
で
、
地
域
ぐ
る
み
、
町

ぐ
る
み
で
解
決
し
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
も
多
い
よ
う
で

す
。



911”IIIII”IIIIこうほう・まつだい（3．10月号）

｝
市
川
三
次
郎
さ
λ
…
に
諮

滋
・
交
通
栄
誉
章
緑
…
十
字
一
銅
賞
韻

　
こ
の
度
、
田
沢
部
落
の
市
川
三

次
郎
さ
ん
が
長
年
の
交
通
安
全
に

対
す
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、
交
通

安
全
功
労
者
と
し
て
全
国
交
通
安

全
協
会
の
交
通
栄
誉
章
、
『
緑
十
字

銅
章
』
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
川
氏
は
、
昭
和
三
十
三
年
運

転
者
協
会
発
足
以
来
、
現
在
の
交

通
安
全
協
会
に
至
る
ま
で
の
間
、

会
の
中
心
的
存
在
と
し
て
活
躍
さ

れ
、
現
在
は
会
の
松
代
副
支
部
長

を
務
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
受
章
を
お
喜
び
す
る
と

共
に
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
期

待
致
し
ま
す
。

▲交通安全協会松代支部長の関谷徳一郎さん

　から市川さんに伝達される。

「
今
で
な
け
れ
ば
聞
け
な
い
話
」
満
載

脈
胃
◎
励
ワ
鰭
刊
《
第
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
寿
大
学

冒
》

　
町
内
の
六
十
歳
以
上
の
高
齢
者

を
対
象
と
し
た
松
代
町
松
寿
大
学

の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
い
ろ
り
第
十

一
号
」
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
発

刊
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
「
今
で
な
け
れ
ば
聞
け

な
い
話
－
第
二
話
」
と
い
う
こ
と

で
七
十
余
名
の
作
品
が
掲
載
さ
れ

惣
“
，

て
お
り
、
昨
年
発
刊
さ
れ
た
第
十

号
の
続
編
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
の
作
品
も
過
ぎ
し
往
時
の
思

い
出
が
つ
づ
ら
れ
て
お
り
、
貴
重

な
歴
史
的
資
料
と
な
る
も
の
で
、

現
在
の
松
代
町
を
知
る
上
で
一
読

に
値
す
る
も
の
で
す
。

　　滞
騨

　
　
き

の鯵
霧
雛

「いろり」第11号定価1，000円

　
ご
希
望
の
方
に
は
、
一
部
千
円

で
お
分
け
致
し
ま
す
の
で
、
松
代

町
公
民
館
内
（
盈
七
－
二
三
〇
一
）

松
寿
大
学
事
務
局
　
美
濃
和
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
部
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
。　
な
お
、
松
寿
大
学
は
受
講
生
が

健
康
に
関
心
を
持
ち
、
社
会
に
貢

献
し
な
が
ら
、
よ
り
豊
か
な
生
活

が
で
き
る
よ
う
な
知
識
・
技
術
を

身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
、
現
在
百
九
十
四
名
が
月

一
～
二
回
の
講
座
（
一
般
と
専
門

の
二
講
座
）
を
受
講
さ
れ
て
い
ま

す
。
専
門
講
座
（
ち
ぎ
り
絵
、
切

り
絵
な
ど
）
の
成
果
は
、
毎
年
町

の
文
化
祭
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
存
じ
の
方
も
多
い
か
と

思
い
ま
す
．

　
松
寿
大
学
は
い
つ
で
も
入
学
で

き
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
美

濃
和
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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》町
内
小
学
校

灘

親
善
陸
上
競
技
大
会

（
町
民
グ
ラ
ン
ド
ー
3
日
）

ま羅繊菩i灘鯉灘ノz鰐ll鯉1継ll鯉lll灘糊継勲醐1戴

上
田
晴
子

　
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
（
B
日
）
▼

　
　
ム

凝

難
鍵

覇

　　　羅

1麗．麟鐵裁嚢灘灘
難醐襲撰灘難難雛灘灘i磁懸鱗羅灘i灘灘灘懸鱒馨

難灘灘灘裟灘灘i雛難難繊雛鐵繍叢灘灘難難
鐵饗鞭灘覇籔讐鱗灘灘灘灘灘繕灘撚馨籔繋選難燦
欝欝籔灘嚢灘懸灘舞灘難鱗灘懸懸織難

いらんかね



　
　
　
　
　
嚢
糊
・
撚
翻
・
・

　
　
　
　
　
　
雛
r
．
贈
m

　
　
　
　
羅
戴
醸
　

．
鰭
、
　
難
，

　
　
　
　
　
　
蜘

　
　
　
　
　
　
　
緊
　
灘
撹
臼
銀
曝
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秋
の
交
通
安
全
運
動

く
　
　
（
9
月
a
日

30
日
）

〈しろいも（さといも）の花

　あなたは見たことありますか？

今年も

サツマイモ

人
や
父
兄
が
詰
め
か
け

飛
ぶ
よ
う
な
売
れ
行
き

こ
ん
な
に
い
い
商
売
、

轄
號
で
は
＼
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』

一
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
珈

　
国
民
年
金
基
金
と
は
、
「
老
齢
基

礎
年
金
に
上
乗
せ
の
年
金
を
支
給

・
す
る
」
と
い
う
も
の
で
、
国
民
年

金
加
入
者
の
よ
り
豊
か
な
老
後
生

活
を
目
指
し
て
、
今
年
の
五
月
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

◎
基
金
の
種
類

　
国
民
年
金
基
金
に
は
、
次
の
よ

う
な
二
つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

①
地
域
型
国
民
年
金
基
金

　
各
都
道
府
県
ご
と
に
設
立
さ
れ
、

同
一
県
内
に
住
所
が
あ
る
第
1
号

被
保
険
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て

い
ま
す
。

②
職
能
型
国
民
年
金
基
金

　
全
国
単
位
で
設
立
さ
れ
、
同
じ

職
種
の
事
業
に
働
く
第
1
号
被
保

険
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
ま

す
。◎
加
入
者

①
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の
国
民
年

金
第
1
号
被
保
険
者
（
自
営
業
者

等
）

≡
（

　
　
』

②
本
人
の
希
望
に
よ
り
加
入
で
き

ま
す
が
、
脱
退
は
任
意
に
で
き
ま

せ
ん
．

③
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い
る

方
は
、
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

◎
給
付
の
種
類

①
「
終
身
年
金
」
と
一
定
期
間
受

け
ら
れ
る
「
確
定
年
金
」
の
二
種

類
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
ボ
ー
ナ

ス
給
付
の
有
無
な
ど
全
部
で
六
タ

イ
プ
の
型
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

②
一
口
目
は
「
終
身
年
金
」
の
中

か
ら
一
つ
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
二
口
以
降
ど
の
型
を

選
ぶ
か
は
、
あ
な
た
の
自
由
で
す
。

（
別
表
参
照
）

◎
年
金
額

①
加
入
口
数
に
よ
っ
て
年
金
額
が

決
ま
り
、
一
口
目
の
年
金
月
額
は

三
万
円
、
二
口
目
以
降
は
一
口
に

つ
き
一
万
円
と
な
り
ま
す
。

②
加
入
す
る
年
齢
が
、
4
6
歳
以
上

55

歳
未
満
の
方
は
、
一
口
目
の
年

金
月
額
が
二
万
円
～
一
万
円
と
な

り
ま
す
。

◎
掛
金

①
一
口
当
た
り
の
掛
金
は
、
加
入

時
の
年
齢
に
よ
り
異
な
り
、
若
い

人
ほ
ど
安
く
な
り
ま
す
。

②
掛
金
の
最
高
限
度
は
、
月
額
六

万
八
千
円
で
、
こ
の
範
囲
で
何
口

で
も
加
入
で
き
ま
す
。

③
掛
金
は
、
指
定
の
金
融
期
間
の

口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ

れ
ま
す
．

◎
税
の
優
遇

①
掛
金
は
、
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
、

住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

②
受
け
と
る
年
金
に
は
、
公
的
年

金
等
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
加
入
の
手
続
き
や
、
詳
し
い
事

が
知
り
た
い
時
は
、
役
場
の
国
民

年
金
係
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

「終身年金」
〈加入例＞満40歳で加入の場合

「終身年金」Aと「確定年金」1を

1口づつ選択した場合

確
ボーナス給付（年1回）

定 基本給付（2口目）
年

金 年金月額1万円
（15年有期）

終
ボーナス給付（年1回）
一一一一一『一一一一一一一一一一一一一一一マー｝『一一一一一一一

身
年
金

基本給付（1口目）

年金月額3万円
　　　　（終身）

l
I
：
：
1
：

タ　イ　プ A B C
支給開始年齢 65歳 65歳 65歳

支給期間 終　　身 終　　身 終　　身

保証期間 15年間保証付 保証期間なし 保証期間なし
ボーナス給付 年　1　回払 年　1　回払 な　　’し

支給開始前
死亡給付

あ　　　り な　　　し な　　　し

「確定年金」

80
歳

65
歳

タ　イ　プ 1 II III

支給開始年齢 65歳 65歳 60歳

支給期間 15年有期 10年有期 15年有期

保証▼期間 15年確定 10年確定 15年確定

ボーナス給付 年　1　回払 年　1　回払 年　1　回払

支給開始前
死亡給付

あ　　　り あ　　　り あ　　　り
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松
代
高
校
に
カ
ナ
ダ
か
ら
先
生

　
九
月
八
日
に
行
わ
れ
た
室
野
部

落
の
秋
祭
り
に
、
外
人
さ
ん
が
ひ

よ
っ
こ
り
参
加
し
ま
し
た
。

　
実
は
こ
の
方
、
カ
ナ
ダ
か
ら
松

代
高
校
に
英
語
指
導
助
手
と
し
て

来
ら
れ
た
カ
ー
ビ
ー
・
オ
ッ
テ
ン

ブ
ラ
イ
ト
さ
ん
で
す
。
高
校
一
年

生
の
永
井
琴
美
さ
ん
（
室
野
）
が

「
室
野
の
祭
り
に
来
ま
せ
ん
か
？
」

と
お
誘
い
し
た
と
こ
ろ
「
な
じ
ょ

も
な
じ
ょ
も
」
と
い
う
こ
と
に
な

り
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
カ
ー
ビ
ー
さ
ん
は
、
七
日
の
夜

は
演
芸
会
を
、
翌
日
は
お
み
こ
し

を
担
い
で
楽
し
み
、
す
っ
か
り
部

落
の
方
と
も
意
気
投
合
。
ま
た
永

井
さ
ん
の
お
宅
で
は
、
お
母
さ
ん

の
良
子
さ
ん
の
手
料
理
を
食
べ
な

が
ら
ご
家
族
と
の
交
流
を
楽
し
み

ま
し
た
。
寿
司
、
そ
ば
な
ど
の
日

　
　
　
本
食
も
O
K
で
、
わ
さ
び

▲左からカービーさん、耕泰くん、琴美さん、

　美穂さん、泰さん、良子さん（永井さん宅で）

か
鼻
に
ツ
ー
ン
と
来
る
の

が
何
と
も
言
え
な
い
そ
う

で
す
．

　
松
代
の
人
の
印
象
は
、

「
皆
さ
ん
と
っ
て
も
親
切
、

人
情
が
厚
い
」
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
カ
ー
ビ
ー
さ

ん
は
気
さ
く
で
ユ
ー
モ
ア

が
あ
り
、
生
徒
に
も
大
変

人
気
が
あ
る
よ
う
で
す
。

カ
ナ
ダ
で
は
銀
行
員
を
さ

れ
て
い
た
そ
う
で
、
滞
在

は
来
年
の
夏
ま
で
の
一
年

間
の
予
定
で
す
。

》
み
こ
し
を
担
ぐ
カ
ー
ビ
ー
さ
ん

　
（
中
央
）

　
日
本
語
は
辞
書
を
片
手
に
勉
強

中
で
す
が
、
町
で
見
か
け
た
ら
気

軽
に
声
を
掛
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。　
　
◆
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
◆

カ
ー
ビ
ー
・
オ
ッ
テ
ン
ブ
ラ
イ
ト

ー
9
6
5
・
5
・
1
8
生
　
2
6
歳

カ
ナ
ダ
　
マ
ニ
ト
バ
州

　
　
　
　
ウ
ィ
ニ
ペ
グ
市
出
身

オ
ヤ
η
珍
し
い
石
が
・
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
　
　
せ
い
　
せ
き
　
　
ふ

蒲
生
侶
郭
製
石
斧
鰭
晃

　
先
日
、
蒲
生
の
山
岸
茂
平
治
さ

ん
が
、
ご
自
分
の
畑
で
珍
し
い
形

の
石
を
発
見
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
、
県
教
育
庁
文
化
行
政

課
に
お
勤
め
で
専
門
家
の
高
橋
保

雄
さ
ん
に
鑑
定
し
て
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
、
打
製
石
斧
と
分
か
り
ま

し
た
。

　
打
製
石
斧
は
、
今
か
ら
五
千
年

～
二
千
年
前
の
縄
文
時
代
に
使
用

さ
れ
た
も
の
で
、
用
途
は
主
に
土

．
，
醤
．
響

　
　
　
　
　
徽

　
　
　
撚

〉発
見
者
の
山
岸
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
く
わ
　
　
す
き

堀
り
具
（
現
在
の
鍬
、
鋤
の
類
）

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
松
代
町
史
を
お
持
ち
の
方
は
、

巻
頭
の
カ
ラ
ー
写
真
と
二
九
一
ぺ

ー
ジ
以
降
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

　
山
平
地
区
で
は
、
今
ま
で
石
器

（
遺
跡
）
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い

よ
う
で
す
の
で
、
貴
重
な
発
見
と

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
古
代
の

ロ
マ
ン
が
ま
た
こ
こ
に
広
が
り
ま

す
。磯舞

編

＞打
製
石
斧

　
横
B
㎝
縦
5
㎝
厚
さ
2
㎝
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シ
リ
ー
ズ
⑭

ノ
ス

　
　
　
　
　
　
松

　
松
代
町
で
は
、
孟
地
地
内
で
よ

く
観
察
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
、

雪
の
な
い
季
節
で
、
冬
期
間
は
姿

を
見
る
こ
と
は
少
な
い
よ
う
で
す
。

し
か
し
全
県
的
に
み
ま
す
と
、
ト

ビ
、
サ
シ
バ
と
同
じ
位
生
息
数
の

多
い
鳥
で
す
．

　
本
種
は
、
一
年
中
同
じ
地
方
に

生
息
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
松
代
町
の
も
の
は
、
冬
期
間

降
雪
の
少
な
い
地
方
に
移
動
し
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
、
越
後
線
、
内
野
駅
か
ら

分
水
駅
ま
で
、
十
二
月
頃
か
ら
三

月
頃
ま
で
の
間
に
乗
っ
て
線
路
沿

い
の
電
柱
を
見
ま
す
と
、
数
本
お

き
に
本
種
が
留
ま
っ
て
い
る
の
を

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
春
、
夏
、
秋
の
早
い
う
ち

は
、
本
種
の
観
察
は
少
な
く
な
り

ま
す
。

　
本
種
の
方
言
は
、
あ
ま
り
ほ
め

ら
れ
た
呼
ば
れ
か
た
は
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。
県
内
で
は
、
ア
ッ
パ

ダ
カ
、
シ
ョ
ウ
ベ
ン
ダ
カ
、
ニ
オ

永リ

涜

ダ
カ
、
マ
グ
ソ
ダ
カ
、
コ
イ
バ
ダ

カ
、
ク
ソ
ト
ン
ビ
な
ど
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
ア
ッ
パ
、
シ
ョ
ウ
ベ

　
　
　
　
　
　
し
も

ン
は
、
人
間
の
下
を
表
わ
す
言
葉

で
、
ニ
オ
は
堆
肥
、
マ
グ
ソ
は
馬

の
糞
、
コ
イ
バ
は
ゴ
ミ
捨
て
場
な

ど
を
表
現
す
る
言
葉
で
か
わ
い
そ

う
な
く
ら
い
で
す
が
、
そ
の
反
面
、

こ
の
鳥
の
習
性
を
よ
く
表
わ
し
て

い
る
方
言
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。　
方
言
の
と
お
り
本
種
は
、
冬
場

は
見
晴
ら
し
の
よ
い
田
の
堆
肥
を

積
ん
だ
上
に
留
ま
っ
て
い
た
り
、

ゴ
ミ
捨
て
場
近
く
の
見
晴
ら
し
の

よ
い
と
こ
ろ
に
留
ま
っ
て
、
堆
肥

や
ゴ
ミ
捨
て
場
に
集
ま
る
ネ
ズ
ミ

類
を
捕
食
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

見
た
人
間
が
、
糞
な
ど
を
食
べ
て

い
る
と
思
っ
て
方
言
と
し
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
最
近
は
、
堆
肥
を
作
ら
な
く
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
電
柱
に
留
ま
っ

て
ネ
ズ
ミ
等
を
捕
食
し
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
本
種
は
、
ネ
ズ
ミ
の
ほ
か
、
季
節

に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
カ
エ
ル
、

ト
カ
ゲ
、
ヘ
ビ
な
ど
の
ほ
か
昆
虫

も
一
部
食
べ
る
よ
う
で
す
し
、
小

鳥
な
ど
も
食
べ
る
こ
と
が
観
察
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
捕
食
す
る
餌
の

大
半
は
ネ
ズ
ミ
で
あ
る
よ
う
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
考
え
ま
す
と
、
ネ

ズ
ミ
の
駆
除
に
相
当
役
立
っ
て
い

る
鳥
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
方
言
で
は
あ
ま
り
ほ
め
ら
れ
た

名
前
を
も
ら
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、

分
類
的
に
は
ワ
シ
タ
カ
目
ワ
シ
タ

カ
科
に
分
類
さ
れ
、
タ
カ
の
仲
間

で
す
。

　
新
潟
県
内
で
の
ノ
ス
リ
の
繁
殖

が
確
認
さ
れ
た
記
録
は
、
手
元
に

あ
り
ま
せ
ん
の
で
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
一
九
七
八
年
の
緑
の
国
勢
調

査
の
記
録
を
み
ま
す
と
、
松
代
町

と
松
之
山
町
で
は
繁
殖
の
可
能
性

が
あ
る
と
い
う
B
ラ
ン
ク
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
全
国
的
に
も
繁
殖

の
確
認
が
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
十
数

か
所
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
繁
殖
は
、
標
高
七
〇
〇
m
か
ら

二
二
〇
〇
m
の
山
地
の
広
葉
樹
林
、

ア
カ
マ
ツ
林
の
地
上
七
～
十
m
の

高
さ
に
小
枝
を
積
ん
で
、
外
径
七

十
㎝
、
内
径
二
十
五
㎝
、
高
さ
五

十
㎝
、
深
さ
十
㎝
の
巣
を
作
り
ま

献
血
を

　
　
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
（
太
字
は
成
分
献
血
者
）

9月6日
体育館（成分）

役場前（一般）

菅井　正一　　市川　健司　相沢　幸一　　米持　英雄　　佐藤　信一

柳　　健一　　若井　利晴　　小林　治夫　　関谷　八郎　　笠原　　等

佐藤　徹夫　　関谷　初子　　齋藤　一良　　柳　　成子　　池亀　　守

山岸　和美　　関谷貴代美　　高橋　　明　鈴木太一郎　　重野佳代子

池田　弘美　関谷　陽右　関谷　司郎　柳　　秋江　小野島美津子

斉木　　勉　　関谷　洋子　　米持　熊夫　　中村　妙子　　高橋　弘美

武田　芳夫　宮沢　治雄　斉藤　政志　樋口　俊子　池田美代子

　　和粟　　修　　米持　昇六　　高橋　洋一　　高橋　尚志

柳　　東一　　山賀　　茂　岩田　善治　柳　　雅彦　星野　昇悟

水野谷　一　　田辺　謙一　　関谷百合子　　関谷　正義　斉藤　明子

布施　満男　高澤　昭夫　柳　　広美　市川　英世

久保田紀男　　萬羽　伸子　　高橋　嵩一　　鈴木　利雄

小野島修一　　赤坂　恵美　　米持　　恵　柳　　　久

関谷由美江牧野恵子室岡徹鈴木昌宏
小島　　功　　宮沢　新松　　柳　　照雄　　伊藤　　靖

横尾　堅一　　出村寿々恵　　西潟都伊子　　波形　和弘

市川栄太郎　　高橋多一郎　小堺　忠吉　梅沢　　巌

次回は

10月21日

役
場
前

　
　
　
　
　
　
n
U
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
午
前
3
～
午
後
3

　
　
　
　
　
　
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
U

　
　
　
　
（
正
午
～
1
時
お
昼
休
み
）
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す
。
産
座
に
青
葉
を
敷
き
、
帯
青

白
色
に
赤
褐
色
の
粗
大
斑
の
あ
る
、

五
十
六
㎜
×
四
十
四
㎜
、
重
さ
六

十
七
・
五
グ
ラ
ム
位
の
卵
を
五
～

七
月
に
二
～
三
個
産
み
ま
す
。
卵

は
二
十
八
日
位
で
卿
化
し
、
そ
の

後
四
十
日
位
で
巣
立
ち
し
ま
す
が
、

巣
立
後
一
か
月
位
し
て
独
立
し
ま

す
。　
形
態
的
に
み
ま
す
と
、
全
長
五

十
四
セ
ン
チ
位
で
ト
ビ
よ
り
少
し

小
さ
く
て
、
頭
、
首
、
尾
羽
、
肩

羽
、
腰
、
尾
な
ど
上
面
は
暗
褐
色

で
茶
褐
色
の
羽
縁
が
あ
り
、
顔
は

淡
黄
褐
色
、
・
胸
な
ど
下
面
は
ク
リ

ー
ム
色
で
暗
褐
色
の
斑
点
が
あ
り

ま
す
。
胸
側
と
脇
に
暗
褐
色
の
縦

線
が
あ
り
、
胸
の
暗
褐
色
班
と
連

な
り
，
ぼ
ん
や
り
と
し
た
腹
帯
を

な
し
て
い
ま
す
。
脚
か
ら
下
は
灰

白
色
、
尾
の
下
面
は
淡
い
ク
リ
ー

ム
白
色
で
、
外
側
に
丸
い
凸
形
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
尾
の
形
が

ト
ビ
の
内
側
に
切
れ
込
ん
だ
形
と

異
な
る
こ
と
か
ら
区
別
し
ま
す
。

初
列
風
切
の
基
部
に
暗
褐
色
の
部

分
が
あ
り
、
こ
の
部
分
が
野
外
で

は
よ
く
目
立
ち
ま
す
。

　
野
外
で
ト
ビ
位
の
大
き
さ
の
鳥

が
飛
ん
で
い
る
の
を
観
察
し
た
時

に
は
、
尾
の
切
れ
込
み
が
あ
る
か
、

外
側
（
後
側
）
に
丸
く
出
て
い
る

か
観
察
し
て
く
だ
さ
い
。

　．．野｝転ノスリ　快
肇蔭～ぐ渥ト　　　甥
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筆
者
が
柏
崎
で
勤
務
し
た
時
に
、

本
種
が
空
中
で
ホ
バ
リ
ン
グ
を
し

て
い
る
の
を
観
察
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
お
も
し
ろ
い
習
性
を

持
っ
て
い
る
と
感
心
し
た
思
い
出

の
あ
る
鳥
で
す
。
松
代
町
の
ど
こ

か
に
本
種
の
営
巣
地
が
あ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
も
し
本
種
の
巣
と

思
わ
れ
る
も
の
を
見
た
方
は
幸
せ

と
、
私
は
う
ら
や
ま
し
く
思
い
、

い
つ
か
そ
の
話
を
聞
か
せ
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
・
．
．
ら
ヤ
↑
．
●
・

　
．
ボ
・
“

霞愛．
’

，
簸
憾

。
．
●
9
　
∂
　
　
9
・
◎
　
　
　
。
　
●

　
　
し
　
　
ヨ
　
　
　
リ
　
　
　
　
ヨ

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

◎
　
　
　
，
。
　
　
◎

　
　
　
　
　
　
メ

．
・
．
ノ
　
．
の
∴
　
　
　
　
・
む
や

　
　
　
　
　
　
　
　
レ

：
・
〆
、
ノ
、
隔
．
、
　
　
　
．
・
．
β

　
　
，
●

　
　
　
　
や
　
な

　
　
　
　
げ
・
断
（
σ

　
　
　
　
　
8
．
声
。

　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
※

　
覚
せ
い
剤
、
大
麻
、
コ
カ
イ
ン

等
の
・
薬
物
の
乱
用
は
、
身
体
や
精

神
を
む
し
ば
み
、
家
庭
を
崩
壊
さ

せ
、
人
生
を
破
滅
に
導
く
原
因
に

な
り
ま
す
。

　
多
く
の
人
は
、
　
「
一
度
だ
け
な

ら
」
と
い
う
軽
い
気
持
ち
で
薬
物

を
手
に
し
て
い
ま
す
が
、
悪
循
環

は
、
す
べ
て
こ
の
最
初
の
一
回
か

ら
始
ま
る
の
で
す
。

　
一
人
一
人
が
、
薬
物
の
誘
惑
に

対
し
て
「
断
る
勇
気
」
を
持
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。

“
あ
な
た
は
自
信
を
持
っ
て
言
え
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
　
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
ノ
ー
と
”

1ヒ11

㌔1，：：

渋：y
、o■

　
運
動
の
重
点

◎
暴
力
追
放
（
暴
力
団
の
排
除
）

　
暴
力
3
な
い
運
動
の
推
進

　
1
、
暴
力
団
を
恐
れ
な
い

　
2
、
暴
力
団
を
利
用
し
な
い

　
3
、
暴
力
団
に
金
を
出
さ
な
い

　
暴
力
団
と
の
接
触
を
絶
つ
こ
と

が
、
彼
ら
を
な
く
す
一
番
の
近
道

で
す
。

◎
少
年
の
非
行
防
止

　
1
、
勉
強
部
屋
等
が
子
供
の
た

　
　
ま
り
場
と
な
ら
な
い
よ
う
に

　
し
ま
し
ょ
・
つ
。

2
、
有
害
図
書
、
玩
具
等
を
収

　
納
し
て
い
る
自
動
販
売
機
を

　
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

酪
∵
）

積
臓
旨
鯉
。

眠
工
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窃父亡ん、∂E・田亡ん、良く見て（だ亡し、わ〃

　　　ちあき山本千秋ちやん

　　5歳
孟地どうのした
（犬伏保育園）

　　　ゆつ　アこ
久保宮佑太くん

　　4歳
室野　たのしまや

（室野保育園）

田沢　みやした
（松代保育園）

ズ》・・＼

～亀●ノ

秋
季
火
災
予
防
運
動

　
　
　
1
0
月
田
日
出
～
1
1
月
1
日
囲

統
一
標
語

　
　
　
“
毎
日
が
・

　
平
成
3
年
中
の
上
越
消
防
管
内

の
火
災
は
8
月
末
現
在
5
2
件
で
、

そ
の
う
ち
建
物
火
災
は
4
5
件
、
ま

た
、
建
物
火
災
に
占
め
る
住
宅
火

災
は
3
0
件
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

火
災
件
数
は
昭
和
54
年
（
5
9
件
）

以
来
の
高
い
発
生
件
数
と
な
っ
て

火
の
元
警
報
発
令
中
”

い
ま
す
。

　
暖
房
器
具
等
こ
れ
か
ら
火
気
を

取
り
扱
う
機
会
が
増
え
る
季
節
を

迎
え
ま
す
。
特
に
人
為
的
要
因
「
う

っ
か
り
」
　
「
不
注
意
」
に
よ
る
火

災
発
生
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

』
＝
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一
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．
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．
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．
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＝
畠
．
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囎
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．
｛
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．
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＝
一
．
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三
一
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一
一
三
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．
．
一
一
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＝
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．
．
－
．
．
一
＝
．
．
．
．
8
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一
＝
．
．
．
＝
一
一
＝
辱
．
層
．
一
一
一
＝
．
．
．
．
一
．
一
＝
．
一
一
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層
層
一
＝
．
．
．
．
り
一
一
＝
一
一
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．
一
．
9
＝
聯
一
一
＝
一
一
・
一
甲
一
一
一
一
写

　　　　　　　　邑h－11II』し畦、一〇一1”1』、11，1一しし』一．II”1覧曝．19，”巳11

日　　　　　　　　　一　　　　　　　　　〇
　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　8

10
●

11

月

の

運
転
免
許
更
新
は
…

簸．

胃即

扁間

　
行
政
へ
の
苦
情
や
要
望
は
、

　
国
の
役
所
や
J
R
・
N
T
T
・

日
本
た
ば
こ
な
ど
の
公
庫
・
公
団

の
仕
事
及
び
県
や
町
の
事
業
に
つ

い
て
◎
説
明
に
納
得
で
き
な
い

◎
処
理
が
ま
ち
が
っ
て
い
る

◎
苦
情
を
申
し
出
た
が
、
そ
の
措

　
置
に
納
得
で
き
な
い

と
い
っ
た
苦
情
が
あ
る
場
合
、
ま

た
、◎
多
数
の
機
関
が
関
係
し
て
い
る

　
あ
る
い
は
ど
こ
に
申
し
出
た
ら

　
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
　
◎
苦
情
を
直
接
申
し
出
に
く
い

　
　
な
ど
の
場
合
に
、
行
政
相
談
を
ご

　
　
利
用
下
さ
い
．

　
　
相
談
は
無
料
で
匿
名
で
も
受
け

　
　
付
け
て
い
ま
す
．

　
　
相
談
方
法
は
口
頭
・
電
話
・
手

　
　
紙
の
い
ず
れ
の
方
法
で
も
結
構
で

　
　
す
。

　
　
松
代
町
の
行
政
相
談
員
は

　
　
　
本
山
礼
子
さ
ん
（
松
代
・
長
命
寺
）

、
　
　
　
盈
7
1
2
0
3
3

　
　
　
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

隔
一
。
・
．
8
f
乙
，
。
．
・
」
三
一
一
．
～
三
一
一
＝
一
一
＝
．
甲
・
．
9
’
三
＝
一
層
9
，
三
＝
．
9
一
曜
＝
．
一
一
＝
∫
三
一
．
．
8
層
｛
，
顧
＝
一
9
＝
＝
一
－
甲
冒
一
＝
・
一
騨
一
一
」
■
乙
甲
．
り
．
’
三
甲
．
り
一
一
一
＝
一
一
．
．
．
ず
一
一
一
一
一
一
｛
一
｝
一
一
一
｛
聯
甲
．
一
」
＝
一
6
．
．
9
甲
一
＝
乙
．
．
9
ず
・
一
．
一
一
3
三
曽
．
尊
一
一
7
・
一
。
．
．
一
，
一
＝
＝
騨
一
9
」
＝
一
一
一
．
8
咽
｛
一
．
り
．
縞

時

ム
ム
　
場

持
ち
物
・
運
転
免
許
証

※
大
型
、

m
月
1
6
日
（
水
）

n
月
2
0
日
（
水
）

午
前
9
時
～
n
時
ま
で

町
総
合
セ
ン
タ
ー

・
写
真
　
一
枚

・
収
入
証
紙
二
五
〇
〇
円

・
協
会
費
　
一
五
〇
〇
円

・
安
協
発
行
の
ハ
ガ
キ

ニ
種
免
許
を
お
持
ち
の

　
方
は
、
深
視
力
検
査
が
必
要
で

　
す
の
で
松
代
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
1
0
・
11
月
は
、
冬
期
間
、
安
塚

　
警
察
署
で
の
手
続
き
が
困
難
な

　
方
の
為
に
特
例
更
新
を
実
施
し

　
て
い
ま
す
。

　
（
特
例
更
新
の
場
合
、
午
後
か

　
　
ら
講
習
を
受
け
て
い
た
だ
き

　
　
ま
す
．
）

煙脚依、一

課蹴叩叩彰
・』“9秀騨瞬筆醗劣1

塑慰辮蝿影誓
1騰鯛蜂どきド次餌斉・

癒を鮒ま紫や・』・

無、潜麹郊じましよ1マ㌧・、

鑑轡糟趣災寵
△嶺弊蕊，

9渉所鑛撚鰐物鯵
1（4）∵著前ζ電話番号を告げる』

総
職
鵬
鷹
や
純
だ
R
遜
罪
ら
慧
ひ
躍
翼
ぼ
徽
職
膿
鷹
や
噸
曜
譲
お
蝉
5
慧
ぴ
る
ぽ
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縄
融
膿
輝
幽
翻
轄
導
蕃
じ
ら
瞳
ぴ
ろ
ぼ
瓢
職
鵬
鷹
や
撰
、
だ
萄
誘
、
じ
ら
罎
ぴ
ろ
ぽ
欄
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

④0

月
は
『
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
』
メ

　
労
働
保
険
と
は
労
災
保
険
と
雇

用
保
険
と
を
総
称
し
た
名
称
で
あ

り
、
原
則
と
し
て
、
労
働
者
を
一

人
で
も
雇
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
事

業
主
は
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
労
災
保
険
は
、
労
働
者
が
業
務

上
等
の
事
由
に
よ
る
ケ
ガ
や
病
気

な
ど
に
対
し
て
給
付
を
行
う
も
の

で
あ
り
、
又
、
雇
用
保
険
は
、
労

働
者
が
失
業
し
た
場
合
な
ど
に
給

付
し
な
が
ら
再
就
職
の
促
進
を
図

る
た
め
の
も
の
で
、
労
働
者
が
安

心
し
て
働
く
た
め
に
は
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
制
度
で
す
。

　
事
業
主
に
は
、
雇
用
安
定
・
雇

用
改
善
・
能
力
開
発
等
の
た
め
の

助
成
金
の
支
給
お
よ
び
雇
用
促
進

融
資
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
だ
加
入
手
続
き
を
と
ら
れ
て

い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
今
す
ぐ

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
、
公

共
職
業
安
定
所
で
加
入
手
続
き
を

し
ま
し
ょ
・
つ
。

1・、1、、鷺、嬉雑1』欝灘㌘黙麟

i・教麺礁部鱒髄華辮晒1

ミ懸隣・☆藩☆、㌘☆識
暴撫初鱗鯉謙解鯉観謙
罫』輔度ぼ評轄繊勲、還
1、難離嘩駐、講◎、．『、、』1

鞍議☆国民健康俸険係選

“
労
働
保
険
正
し
い
理
解
と
速
や
か
加
入
”
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9
戸
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；
『
．
．
層
一
．
｝
p
一
一
一
一
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．
卿
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一
蟻

当
A
切
禽
蝋
儲
秦
せ
唇
溺
圃
撚
…
：

華
哩
加
謄
緋
晦
日
煩
翻
点
検
整
備
醗
涯
．
菰

　
定
期
点
検
整
備
の
励
行
に
つ
い

て
は
、
従
来
か
ら
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
と
ら
え
て
啓
蒙
に
努
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
依
然
と

し
て
定
期
点
検
の
実
施
率
は
低
く
、

ま
た
、
自
動
車
の
保
守
管
理
に
関

す
る
知
識
や
関
心
に
乏
し
い
自
家

用
車
ユ
ー
ザ
ー
層
も
増
加
し
、
不

バ
イ
ク
に
必
ず
自
賠
責
保
険

　
小
さ
な
バ
イ
ク
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
油
断
は
禁
物
。

　
バ
イ
ク
の
起
こ
す
人
身
事
故
も

軽
視
で
き
ま
せ
ん
。

　
バ
イ
ク
に
も
自
賠
責
保
険
（
共

正
改
造
車
も
見
受
け
ら
れ
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
運
輸
省
で
は

平
成
2
年
度
に
引
き
続
き
、
本
年

（
9
・
1
0
月
を
重
点
期
間
と
す
る
）

も
「
定
期
点
検
整
備
促
進
運
動
」

を
強
力
に
展
開
す
る
こ
と
に
致
し

ま
し
た
。

　
　
　
　
（
共
済
）
を

済
）
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
無
保
険
（
無
共
済
）
の
バ
イ
ク

は
、
お
早
目
に
加
入
願
い
ま
す
。

　
　
新
潟
運
輸
局
新
潟
陸
運
支
局

、
董
婆
乙
｝
｛
一
…
｛
三
｛
ノ
噂
。
｝
｛
｝
｛
一
甲
・
’
㌔
」
＝
．
甲
…
ず
・
一
…
ご
｝
｛
一
一
胃
一
毫
ノ
～
ノ
層
一
｝
｛
馴
」
、
姦
圃
｛
｝
｛
咽
嘱
ノ
一
一
一
三
妻
｝
｛
一
ノ
＝
一
｝
『
、

ポイラー実綾講習会

　二級ボイラー技士受験資格

取得のためのボイラー実技講

習会が、下記のとおり開催さ

れます。

　詳細については、役場総務

課広報係までお問い合わせく

ださい。

、24日

（木）
期
日

10月22日、23日

　　（火）（水）

△
本
場

日本生命ビノ1
（新潟市東大通2一

レ

一4－10）

ノ
』」
ノ
塵
．
も

　
賜
甲
一

（

～
．
召

さ　
）

ク
ρ

巴
・
藻
⑳

拶
　
　
、
、
・

・
，
』
，
∂
’
曳
伊

噛　
拭

％
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・
．
製
∵
．
訟
“
∵
ウ
∴
ゆ
‘
齢
◎
“
に
む
価
撫
諏
“
鳩
箔
勘
・
丸
唇
殉
眼
許
。
Φ
斡
鰍
，
嫁
。
◎
・
鉦
。
冑
顧
÷
ら
㌶
算
轡
撫
・
、
⑭
も
ぱ
．
ぞ
9
．
穀
驚

、
簸
践
愚
松
代
、
剛
壌
匿
暉
竈

　
羅
灘
騰
繍
難
、
難
縷
蒸
雑
難
難
騨
叢
鰹
雛
懲
繊
離
繕
．
、
線
灘
鰍
簿

懸
羅
饗
螺
薩
難
鰹
麟
縮
縫
撚
灘
ぽ
鍵
鵜
雛
難
難
蒸
鰹
顯
楼
籔
雛
ー
撚

、
纏
辮
穫
饗
灘
罐
鞭
．
翻
．
瀧
灘
．
灘
欝
纐
懸
鱗
鷺
璽
鎌
織
饗
織
灘
鍵

雛
撚
隷
難
鞍
懇
驚
縷
難
．
雛
羅
磁
鎌
鞍
獲
畿
饗
懸
欝
麟
鯵
鎌
糠
懇
繕

鱗
、
惣
鞭
繋

鑓
羅
鑛
難
灘
鷹
饗
灘
纐
灘
糊
擬
擁
無
隷
霧
覇
灘
塚
羅
搬
纒
鞠
鵜
・

、
糞
轍
鰹
糠
蒸
瀬
灘
韓
饗
難
難
灘
懸
鞭
　
、
構
鑛
議
　
泰
　
縫
簾
叢
灘
磯
耀

・
、
推
答
趨
嘆
ま
粛
、
、
、

　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
こ
れ
と
い

っ
た
観
光
資
源
や
特
産
物
の
少
な

い
当
町
で
は
、
町
の
P
R
と
い
っ

て
も
中
々
難
し
い
と
い
う
の
が
実

盾
で
し
た
。

　
し
か
し
、
最
近
は
世
田
谷
区
と

の
交
流
を
通
し
て
、
世
田
谷
区
民

ま
つ
り
や
ボ
ロ
市
な
ど
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
ば
等

の
特
産
物
や
町
の
P
R
も
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
お
陰
様
で
当

町
特
産
の
そ
ば
も
大
変
好
評
を
い

た
だ
い
て
お
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
芝
峠
温
泉
の
共
同
浴
場

も
今
年
オ
ー
プ
ン
し
、
予
想
を
上

回
る
ご
利
用
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

来
年
度
に
は
宿
泊
施
設
も
完
成
す

る
予
定
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
今

後
も
観
光
と
特
産
品
等
を
結
び
つ

け
た
町
の
P
R
を
し
、
誘
客
や
特

産
品
の
販
路
拡
大
・
有
利
な
販
売

等
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
．

　
ご
質
問
で
は
、
　
「
町
営
の
そ
ば

村
」
な
ど
を
造
っ
て
、
そ
ば
と
地

名
を
結
び
つ
け
て
全
国
に
P
R
し

た
ら
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

そ
ば
と
町
の
名
前
と
結
び
つ
け
て

P
R
で
き
れ
ば
大
変
結
構
な
こ
と

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
ド
ラ
イ

ブ
イ
ン
式
の
「
そ
ば
村
」
に
つ
い

て
は
、
既
存
の
食
堂
と
の
兼
ね
合

い
も
あ
り
難
し
い
も
の
と
思
い
ま

す
が
、
レ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
峰
や
既

存
の
食
堂
な
ど
に
お
願
い
し
て
の

「
そ
ば
祭
り
」
な
ど
は
可
能
と
思

い
ま
す
。

　
ま
た
、
誘
客
や
町
の
P
R
の
た

め
に
は
「
冬
の
陣
」
だ
け
で
な
く
、

ご
質
問
の
よ
う
な
「
山
里
の
大
花

火
大
会
」
な
ど
、
夏
の
イ
ベ
ン
ト

も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か

ら
も
た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

山
の
中
で
火
災
が
発
生

　
八
月
下
旬
大
島
村
の
山
の
中
で
、
不
法
に
投
棄
さ
れ
た
大
量
の
廃

棄
物
が
燃
え
る
と
い
う
火
災
が
発
生
し
、
大
惨
事
と
な
る
と
こ
ろ
で

し
た
。

　
ゴ
ミ
の
処
理
は
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
　
一
人
一
人
が

ル
ー
ル
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
不
法
に
投
棄
す
る
と
、
法
律
で
厳
し
く
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
　
　
塚
　
　
警
　
　
察
　
　
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
　
代
　
　
町
　
　
役
　
　
場

　
秋
の
深
ま
り
と
と
も
に
日
没
が

一
段
と
早
ま
り
、
ま
た
、
天
候
も

不
順
と
な
る
こ
と
か
ら
、
例
年
、

歩
行
者
や
自
転
車
、
二
輪
車
利
用

の
交
通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
m
月
2
2
日
（
火
）
か

ら
31
日
（
木
）
ま
で
の
m
日
間
、

「
夕
暮
れ
時
の
交
通
事
故
防
止
運

動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
◎
　
ラ
イ
ト
の
点
灯
は
早
目
に

　
◎
　
暗
く
な
っ
た
ら
ス
ピ
ー
ド

　
　
を
控
え
目
に

　
◎
　
歩
行
者
は
正
し
い
横
断
に

　
努
め
ま
し
ょ
う

◎
　
明
る
い
服
装
を
身
に
つ
け

　
ま
し
よ
・
つ

　　、蕊、あ3＝なU，

麟響1．“踊’・、l

v一ド　　　　　　　ヘ
　　　　　　　fハ
ーこξ　　　TA

　　　　　　　　　　　　　　　　戸　こ　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ

コ雛・　＝斎冷
　　　　還L題

舜
量
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「明るい選挙青年講座」

に参加して

池田弘美さん

灘
灘
響
讐

（莇平）

　
八
月
末
、
　
「
明
る
い
選
挙
青
年

講
座
」
と
い
う
の
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
　
「
明
る
い
選
挙
運
動
」

と
い
う
活
動
を
知
ら
な
か
っ
た
私

は
、
の
こ
の
こ
出
掛
け
て
行
っ
て

一
泊
二
日
の
日
程
に
の
っ
か
っ
て

楽
し
ん
で
来
ま
し
た
。

　
2
日
目
に
あ
っ
た
班
別
討
議
は
、

自
分
の
考
え
を
み
ん
な
の
前
で
話

す
の
が
難
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
考
え
を
直
接
聞
け
て
、

と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。
友
達

と
政
治
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り

し
た
こ
と
な
か
っ
た
し
、
同
年
代

の
人
が
ど
う
い
う
風
に
考
え
て
い

る
の
か
興
味
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
。

み
ん
な
政
治
や
選
挙
に
つ
い
て
し

っ
か
り
意
見
や
要
望
を
も
っ
て
い

て
、
感
心
し
な
が
ら
聞
い
て
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
参
加
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
急
に
政
治
に
関
心
を
深
め
た

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

お
か
げ
で
わ
た
し
は
不
在
者
投
票

の
方
法
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
な
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
全
く

知
ら
な
か
っ
た
人
に
会
っ
て
話
し

合
え
て
、
楽
し
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。

　
は
じ
め
は
ち
ょ
っ
と
不
安
な
気

持
ち
で
参
加
し
た
の
で
す
が
、
こ

う
い
う
機
会
を
与
え
て
も
ら
っ
た

こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
自
分
な
り
に
い
ろ
ん
な

こ
と
に
参
加
し
て
、
た
く
さ
ん
の

人
に
出
会
え
た
ら
い
い
な
と
思
い

ま
す
。

　
　
さ
ん
ば
け

　
「
三
化
社
会
」
と
い
う
言
葉
、

ご
存
じ
で
し
よ
う
か
？
　
三
匹
の

　
ば
け

お
化
の
話
な
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

実
は
、
高
齢
化
・
国
際
化
・
情
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん

化
社
会
の
三
つ
を
総
称
し
て
、
三

ば
け化
社
会
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が

今
、
日
本
の
大
き
な
テ
ー
マ
に
な

っ
て
い
る
こ
と
は
、
ご
存
じ
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
高
齢
化
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で

書
く
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今

月
の
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ
、
カ
ー

ビ
ー
さ
ん
の
記
事
で
も
お
分
か
り

の
よ
う
に
、
当
町
で
も
国
際
化
は

ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
茶
の
間
に
居
な
が
ら
外

国
の
で
き
ご
と
を
瞬
時
に
見
れ
る

ほ
ど
情
報
化
時
代
と
な
り
、
役
場

で
も
、
今
O
A
化
工
事
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
十
二
月
か
ら
は
、
住

民
票
な
ど
が
電
算
で
交
付
と
な
る

予
定
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
通
信
と
い

っ
た
言
葉
、
ご
存
じ
の
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
県
庁
や
各
家
庭

な
ど
と
、
そ
う
い
っ
た
シ
ス
テ
ム

で
結
ば
れ
る
の
も
、
そ
ん
な
に
遠

い
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
高
齢
化
か
ら
は
逃
げ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
情
報
化
・
国
際

化
か
ら
は
、
い
や
な
ら
逃
げ
る
こ

と
も
で
き
る
と
考
え
て
い
た
の
で

す
が
、
ど
う
も
そ
う
は
問
屋
が
卸

さ
な
い
よ
う
で
す
。

　
死
ぬ
ま
で
勉
強
で
す
ね
。

戸
籍
の
窓
口

　
（
8
月
鈴
日
～
9
月
％
日
受
付
〉

　
げ
ん
き
な
良
い
子
に
（
出
生
）

　
　
ひ
ろ
あ
き

高
橋
広
旭
ち
や
ん
剛
・
幸
子
さ
ん

　
　
　
　
（
2
男
・
儀
明
・
林
）

　
　
　
よ
う
　
た

五
十
嵐
羊
太
ち
や
ん
博
・
美
代
子
さ
ん

（
3
男
・
松
代
・
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
）

秋
山
勢
製
ち
や
ん
正
行
・
ジ
ー
二
1
さ
ん

　
　
　
（
長
女
・
溝
水
・
清
八
）

　
　
と
も
ひ
ろ

菅
井
智
洋
ち
讃
太
一
・
は
る
み
さ
ん

　
　
　
（
長
男
・
名
平
・
紙
屋
）

　
　
か
ず
き

関
谷
和
樹
ち
建
公
明
・
光
子
ざ
ん

　
　
ぶ
2
男
・
松
代
・
三
吉
屋
）

　
　
た
く
や

松
山
拓
也
ち
虐
　
｝
郎
・
玉
美
さ
ん

　
　
（
長
男
・
犬
伏
・
あ
め
や
）

　
　
ゆ
よ
ゆ
た

井
上
良
太
ち
讃
久
・
愛
購

　
　
　
（
長
男
・
寺
田
・
庄
八
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

吉
田
キ
タ
さ
ん

佐
藤
ト
メ
さ
ん

柳
　
ナ
ミ
倉

　
　
麗
歳

（
松
代
・
せ
き
や
）

　
　
部
歳

（
室
野
・
下
加
治
）

　
　
8
0
歳

（
片
桐
山
・
源
助
〉
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嚇
覧

、

0
，

難

6
レ
㍗

一
己
＾

あ
．

．
．
　
　
　
．
“
　
、
　
ー

　
　
ノ
ヘ
ヌ
ド
　
　
　
　
み
ら

　
　
　
諦
，

り
茄
，
審
“

～
㌦

6
．

萩

の

花

家
の
そ
ば
の
土
手
に
荻
の
花
が
咲
い
て
い
る

も
う
十
四
、
五
年
に
も
な
る
だ
ろ
う
か

小
荒
戸
の
姉
が
持
っ
て
き
て
　
植
え
て
く
れ
た

一
株
の
萩

今
で
は
土
手
い
っ
ぱ
い
に
増
え
て

見
事
に
咲
い
て
い
る

今
朝
方
　
久
し
ぶ
り
に
霧
の
よ
う
な
雨
が
降
り

花
は
　
紫
の
色
を
濃
く
し
て
ゆ
く

愁
い
を
ま
し
　
美
し
さ
を
ま
し

　
　
　
　
　
み
の
も

小
さ
な
池
の
水
面
に
逆
さ
の
影
を
写
し
て
い
る

私
は
萩
の
花
の
い
ぢ
ば
ん
き
れ
い
に
見
え
る

二
階
の
窓
に
寄
っ
て

今終
は日

相

沢

ヨ
　
シ
　
子

そ
の
花
の
こ
と
を
想
っ
て
い
る

そ
れ
だ
け
が
考
え
る
こ
と
の
よ
う
に

遠
く
過
ぎ
た
日
　
萩
を
植
え
て
く
れ
た
姉
は

去
年
の
萩
の
花
も
終
り
の
秋
の
末

不
意
に
逝
っ
て
し
ま
っ
た
。

さ
よ
う
な
ら
も
言
わ
せ
て
く
れ
な
い
で
…
…

今
年
も
萩
の
花
は
咲
き

土
手
を
過
ぎ
る
風
に
　
う
な
ず
く
よ
う
に
揺
れ

哀
し
み
の
淵
に
沈
む
ば
か
り
の
私
を

あ
や
う
く
支
え
て
く
れ
る

z職舅室

z

き
よ
㍉
は

「
ナ
，
乞
モ
ち
ぢ
に

り
ん
、
》
の

ち

才
葺
工
々
を

厳
之
ま
す

＼

（
弘

一
　
ち
ロ
ロ
コ

　
、
、
　
、
＼

警
」
耐
．

　
　
　
　
　
　
＼

ヒ
き
の

杢
楽
な

．
∂

’

”
）
。蘇

、

“
楽
ッ

“
楽
ッ

O
◎

⑤

骨

　
中
国
原
産
の
ヒ
ノ
キ
に
似
た
常

緑
樹
。
庭
木
と
し
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さ
れ
、

葉
が
垂
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に
上
下
に
立
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よ
う
に
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な
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立

て
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い
る
の
に
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の
で
、

こ
の
名
が
つ
い
た
よ
う
で
あ
る
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日
本
で
は
江
戸
時
代
ご
ろ
か
ら

栽
培
さ
れ
た
模
様
で
あ
る
。

　
雌
雄
同
株
で
春
に
開
花
、
目
立

た
な
い
花
で
、
夏
に
ヒ
ノ
キ
に
似

た
球
果
が
で
き
る
。
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